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錯体を合成し，配位子のカノレボキシノレ基とイットリウムとの結合を IR スペクトノレおよび pH 泊定の
結果から検討している口これによって錯体中のイットリウムはアミノポリカノレボン酸，tJ の 3 個のカノレ
ボキシル基と結合している乙とを認めている。
イットリウム以外の希土類元素の HEDTA 錯体についても配位子と中心金属との結合等について
IR スペク卜 jレおよび示差熱分析から考察している。 またこれら錯体の水に対する溶解度の測定を行
なっている。
第 5 章では第 2 章から第 4 章までの結果を総括している。
論文の審査結果の要旨
/K，ií命火はよI二業的H~途の多いイットリウム元来を高純度にかっ経済的に分I~引，'j'ili:tする Jilよ-を I)~~発する
ことを目的としたものであり，ゼノタイムの最適分解条件の設定， ついで治離剤として HEDTA と
クエン酸を巧みに組合せ使用したイオン交換分離法の適用，最後にJk般化物としてω沈澱 tP.f~jti去の検
討により高能率に高純度のイットリウム酸化物をうる方法を確立している。
また，イットリウムをふくむ希土類元素の化合物をそれぞれ合成し，その性質を悲察し，構造上種
々の重要な知見をえている。
以上の結果は工業上また学術上貢献する所が大である。よって本論文は博士論文として価値あるも
のと認める。
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